
7 金山町議会だより  第126号 6金山町議会だより  第126号

故
郷
と
し
て
金
山
の
フ
ァ

ン
を
作
り
、
緩
や
か
な
関

係
性
を
築
く
こ
と
に
よ
り

町
づ
く
り
を
継
続
し
て
い

く
ね
ら
い
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
社
会
福
祉
協
議
会
の
体

　制
強
化
に
つ
い
て

・
適
時
適
育
の
課
題
に
つ

　い
て

・
畜
産
振
興
に
つ
い
て

・
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ

　い
て

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

　フ
謝
礼
に
つ
い
て

関
係
人
口
の
創
出
を
成

功
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
は

　
　
　沼
澤 

道
也 

委
員

問

　自
然
の
豊
か
さ
や
街

な
み
が
綺
麗
だ
け
で
は
、

関
係
人
口
は
弱
い
。
人
と

の
結
び
つ
き
が
必
要
で
あ

り
、
今
回
の
創
出
事
業
は

今
流
行
り
で
あ
る
が
、
関

係
性
が
薄
い
の
で
は
と
心

配
す
る
が
考
え
を
伺
う
。

答

　総
合
政
策
課
長

　

　都
市
部
に
居
住
し
、
地

方
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
関
心
が

あ
る
方
を
対

象
に
実
際
来

町
し
た
り
、

リ
モ
ー
ト
等

で
金
山
に
流

れ
る
緩
や
か

な
時
間
や
優

し
い
光
を
体

験
し
て
も
ら

う
。
地
域
と

の
関
わ
り
方

を
考
え
て
頂

き
、
第
２
の

老
人
福
祉
、
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
を

指
定
管
理
に
す
る
メ

リ
ッ
ト
は

　
　寒
河
江 

宏
一 

委
員

問

　社
会
福
祉
協
議
会
の

業
務
は
幅
広
い
。
町
の
補

助
金
で
の
運
営
で
な
く
独

自
の
事
業
の
実
施
体
制
の

整
備
を
望
み
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
積
算
根
拠
と
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
を
伺
う
。

答

　産
業
課

長

　
　高
熱
費
や

小
破
修
繕
費

を
積
算
し
、

こ
れ
ま
で
に

も
増
し
て
節

約
し
管
理
を

お
願
い
す
る
。

事
務
軽
減
の

メ
リ
ッ
ト
と

社
会
福
祉
協

議
会
の
体
制

強
化
を
併
せ

て
支
払
事
務

を
担
っ
て
い

た
だ
き
た
い
考
え
で
あ
る
。

不
都
合
な
点
は
協
議
の
上

改
善
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
文
化
財
保
護
費
に
つ
い
て

・
地
方
債
・
臨
時
財
政
対

　策
債
に
つ
い
て

新
た
な
る
街
並
み
景

観
施
策
の
展
開
は

　
　
　栗
田 

保
則 

委
員

問

　街
並
み
景
観
づ
く
り

１
０
０
年
運
動
の
第
２
ス

テ
ー
ジ
と
し
て
、
２０
〜
３０

年
先
を
見
据
え
た
景
観
施

策
と
し
て
期
待
し
て
い
る
。

３
年
度
は
、
ゼ
ロ
予
算
で

ど
の
様
な
活
動
を
展
開
す

る
の
か
。
Ｋ
Ｐ
Ｉ
実
測
調

査
と
は
具
体
的
に
伺
う
。

答  

環
境
整
備
課
建
設
係
長

　各
種
展
示

や
現
地
調
査
、

パ
ン
フ
の
原

案
作
成
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
発

信
な
ど
、
分

科
会
ご
と
の

活
動
目
標
や

課
題
を
コ
ロ

ナ
禍
に
配
慮

し
て
、
取
り

組
ん
で
い
く
。

Ｋ
Ｐ
Ｉ
実
測

調
査
は
景
観

上
重
要
な
古

建
築
物
に
つ
い
て
、
専
門

家
か
ら
の
協
力
を
得
て
内

部
構
造
や
外
観
の
意
匠
を

図
面
化
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
地
域
防
災
体
制
の
整
備

　に
つ
い
て

・
不
動
産
売
り
払
い
収
入

　に
つ
い
て

・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
保
安
誘

　導
員
委
託
料
に
つ
い
て

・
基
金
残
高
・
事
業
見
直

　し
に
つ
い
て

収
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

く
事
も
想
定
し
て
い
る
。

一
定
の
成
果
が
上
が
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
過
疎
債
の
地
方
交
付
税

　措
置
に
つ
い
て

・
投
資
的
経
費
・
事
業
展

　開
に
つ
い
て

・
明
安
・
有
屋
小
学
校
閉

　校
記
念
式
典
補
助
金
に

　つ
い
て

・
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
導
入
に

　つ
い
て

公
金
収
納
専
門
員
の

役
割
と
必
要
性
は

　
　
　矢
口 

政
一 

委
員

問

　町
税
だ
け
で
な
く
奨

学
金
や
給
食
費
な
ど
、
各

課
を
横
断
的
に
取
扱
う
た

め
知
識
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

人
の
気
持
ち
が
汲
み
取
れ

る
人
格
者
を
選
任
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
目
途
は
た

っ
て
い
る
の
か
。

答

　町
長

　

　収
納
事
務

に
関
し
て
は
、

専
門
的
な
技

量
が
必
要
だ
。

公
金
は
給
食

費
・
住
宅
使

用
料
・
貸
付

の
返
還
・
水

道
料
・
診
療

代
・
町
税
と

幅
広
い
。
公

金
収
納
対
策

委
員
会
で
情

報
共
有
し
全

体
化
す
る
中

で
、
直
接
徴

介
護
保
険
制
度
に
対

す
る
取
り
組
み
の
工

夫
は　

　
　須
藤 

典
夫 

委
員

問

　保
険
料
が
高
く
な
る

に
つ
れ
、
保
険
者
の
負
担

が
か
な
り
増
え
る
た
め
、

何
ら
か
の
手
立
て
が
必
要

だ
。
健
康
づ
く
り
と
在
宅

介
護
へ
の
シ
フ
ト
が
中
心

と
考
え
る
が
、
更
に
大
き

な
課
題
は
何

か
。

答

　町
長

　

　県
内
ト
ッ

プ
水
準
の
料

金
を
回
避
し

た
い
考
え
で

あ
っ
た
が
、

財
政
的
な
面

で
の
課
題
や

制
度
的
に
一

定
の
基
準
も

あ
る
。
一
番

の
課
題
は
、

施
設
入
所
時

の
経
費
負
担

が
多
い
よ
う

だ
。
健
康
づ
く
り
を
強
化

し
、
中
期
的
に
改
善
す
る

事
を
期
待
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
及

　び
集
落
支
援
員
活
動
支

　援
に
つ
い
て

・
学
事
奨
励
事
業
に
つ
い

　て

北
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

と
な
る
道
の
駅
の
整

備
は　

　
　柴
田 

清
正 

委
員

問

　新
庄
最
上
の
十
字
連

携
で
あ
る
高
速
道
路
は
、

７
年
度
の
完
成
に
向
け
て

着
々
と
進
ん
で
い
る
。
道

路
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、

イ
ン
タ
ー
設
置
場
所
、
道

の
駅
や
街
の
駅
構
想
を
含

め
て
交
流
人
口
の
拡
大
に

向
け
て
考
え
を
伺
う
。

答

　町
長

　命
の
道

路
と
の
認

識
は
も
ち

ろ
ん
、
物

流
面
で
も

重
要
で
あ

り
経
済
活

動
の
要
だ
。

街
な
か
に

誘
導
す
る

こ
と
で
経

済
効
果
に

結
び
付
け

ら
れ
な
い

か
と
い
う
思
い
で
あ
る
。

情
報
発
信
が
重
要
と
捉
え
、

極
端
に
大
き
い
施
設
は
困

難
だ
が
金
山
に
合
っ
た
施

設
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
歴
史
的
財
産
の
保
全
・

　活
用
事
業
に
つ
い
て

・
町
有
林
監
視
人
の
役
割

　と
体
制
に
つ
い
て

答 問

答

答 問

問

答 問

答

答

問

問

差押え品の公売

特別養護老人ホーム みすぎ荘

新庄酒田道路建設計画

「K-hour 金山の時間」観光広報誌

金山町社会福祉協議会

景観アクションPG（コアスタッフ会議）の様子


